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号）として 1931 年(昭和 6)に刊行され、第二輯は 1933 年（昭和 8）、第三輯（刊行年代不
詳）も『宮城教育』の別集の形で刊行された。当時、郷土研究が勃興していることを背景
に、宮城県においては、『郷土の伝承』に先立ち、『郷土人物傳』（1929）、『宮城縣名勝地
誌』（1931）が次々と宮城県教育会により編纂された。更に、1926 年（大正 15）から 1937
年（昭和 12）にかけて、柳田國男が数回にわたって仙台を来訪し、民俗学の講義を行った。








を集録したものである。全部合わせると 636 件に上り（表 1-1-1）、当時の県下一市十六郡
に亘っている。 
 
表 1-1-1 『郷土の伝承』の構成 
 項目 
件数 
伝説 信仰 昔話 習俗 年中 
行事 
歌謡 その他 合計 
第一輯 196 8 22 25 2 17 2 272 
第二輯 148 5 24 14 2 4 2 199 
第三輯 103 17 17 11 1 4 12 165 











































































































































































































































かにも 4 件が見られた。 
















































また、動物を祀った事例は、馬 3 件、鶏 1 件、狼 1 件が確認できた。馬に関する事例に
ついては、いずれも死んでしまった愛馬を祀ったが、馬頭観音の像を建て祀る場合もあれ



























































表 1-2-2 ご利益内容と件数  表 1-2-3 病名と件数 
ご利益内容 件数  病名 件数 
病気平癒 27  百日咳 5 
子育 6  耳だれ 2 
安産 4  ジフテリア 2 
農業 4  腰下の病気 1 
所願成就 3  起り 1 
縁結び 2  引違い 1 
勝負訴訟 2  くさがさ 1 
家内安全 1  頭部の病気 1 
延命長寿 1  流行病 1 
幸福 1  耳の病気 1 
   みつぇぼ3 1 






















































































































写真 2-1-1 鳥居と参道            写真 2-1-2 本堂 
 
 










 毘沙門堂の主な行事は、元日午前零時に行う護摩祈祷、1 月 14 日のどんど祭、立春前日
に行う厄祓い祈祷と 8 月 1 日～2 日に行うお祭りがある。ほかに、毎月始めての寅の日を





写真 2-1-4  唐門 
              
 




   































































































写真 2-1-8 相撲力士秀の山の墓 
 
 































「奥州仙臺七福神」は 1986 年（昭和 61）下記の七つの社寺により結成された。結成当






表 2-2-1 「奥州仙臺七福神」 
七福神 社寺 宗派 祭神・本尊 所在地 
えびす 藤崎えびす神社 西宮神社 えびす 青葉区一番町 3-2-17 
大黒天 喜伝山秀林寺 曹洞宗 釈迦如来 青葉区北山一丁目 3-1 
毘沙門天 金光山満福寺 真言宗 阿弥陀如来 若林区荒町 206 
弁才天 天総山林香院 曹洞宗 釈迦如来 若林区新寺五丁目 1-1 
福禄壽 医王山鉤取寺 曹洞宗 薬師如来 太白区鈎取四丁目 1-21 
壽老尊 喜福山玄光庵 曹洞宗 釈迦如来 青葉区通町一丁目 3-16 

























































た。その時、すでに「弁才天堂」があったと伝えられる。弁才天像は正月 1 日から 3 日と
11 月 23 日の例祭の時に開帳される。 
⑸福禄壽：医王山鉤取寺 
 鉤取寺は 835 年（承和 2）天台宗の西翁により開山されたと伝えられ、1636 年（寛永
13）仙台市北山輪王寺十三世、角外麟恕により曹洞宗に改宗され、本尊は薬師如来である。








1984 年（昭和 59）に新たな等身大の壽老尊像を安置した。 
⑺布袋尊：南谷山福聚院 

































































えびす神――エビス オオカミマモリタマエ サキハエタマエ 
大黒天――オン マカカラヤ ソワカ 
毘沙門天――オン ベイシラマンダヤ ソワカ 
弁財天――オン ソラソバテイエイ ソワカ 
福禄壽――オン マカシュリ ソワカ 
壽老尊――オン バサラユゼイ ソワカ 
布袋尊――オン マイタレイヤ ソワカ 
 
 
















































































































































































































































められた。重なっているものはあるが、1977 年（昭和 52）12 月 19 日の『朝日新聞』は
11 コース、1982 年（昭和 57）12 月 29 日の『朝日新聞』は 10 コース、1989 年（平成元）
12 月 30 日の『朝日新聞』は 15 コースを初詣の行き先として紹介した。 









られる。1975 年（昭和 50）12 月 21 日の『朝日新聞』は「七福神巡り」をめぐり、「不況





図 2-3-1 「不景気」 

















































央自動車道飯田インターまで約 3 キロの距離に鎮座している。1998 年（平成 10）に櫻井
鉄扇により建立された質素な神社である。「神社」とは称するものの、神社本庁とは関わり
がなく、宗教法人登記もされていない。神社の入り口には金色の鳥居と白い看板が掲げら









図 3-1-1 貧乏神神社周辺地図（「Google 地図」をもとに作成） 
 
 建立者の櫻井鉄扇は祭主と自称し、現在妻の治子と夫婦二人で神社を管理している。櫻





貧乏神神社が建立された翌年の 1999 年（平成 11）から、その独特な参拝方法により続々
と新聞やテレビに取り上げられて、広く名を知られるようになり、個人の参拝者や観光バ
スが続々と訪れている。参拝者の数は 2000 年（平成 12）、2001 年（平成 13）から増え始
め、2006（平成 18 年）以降、徐々に安定するようになっているという。 












   
写真 3-1-1 鳥居と看板             写真 3-1-2 本堂 
 
  


























          
写真 3-1-7 叩きの様子                      写真 3-1-8 「的」に豆を投げる 
 
  







































社」であり、それぞれの所在地、建立年月および参拝方法を表 3-2-1 にまとめた。 
 
表 3-2-1 「貧乏神神社」の分社 
所在地 建立年月 参拝方法 
静岡県周智郡森町三倉地区 2002、3 「弱」「病」「脂」などと書かれたクッションを、竹刀などで三回叩く。 
東京都江東区亀戸 6-31-1 2003、9 「貧棒」でご神木を三回叩き、三回蹴り、「貧乏袋」という布の袋を投げる。 
長野県茅野市宮川 4529 2003、11 「貧棒」でご神木を三回叩き、三回蹴り、ご神体に豆を投げつける。 
大阪府大阪市淀川区加島 3-14-3 2004、3 ご神体の前に置かれた古い石に片手をかざし、貧乏を預ける。 

















表 3-2-2 『信濃毎日新聞』関連記事 
日付 見出し 
2003 年 12 月 1 日 茅野に貧乏神神社 飯田から分社…街おこし期待 変わった参拝 
2004 年 1 月 30 日 茅野の貧乏神神社 保育園児が豆まき 力いっぱい…災い追い払う 
2004 年 4 月 9 日 茅野 TMO 協議会 市民調査、まとめ 事業認知度—まだ PR 不足 
2005 年 5 月 31 日 茅野の小中学生が街なか探索 地図や写真から魅力探し 20 人参加 
2005 年 11 月 14 日 茅野の宮川商業会、創立百周年で式典 会員ら 50 人—出席 振興の歴史…思い 










う神社がいくつかある。例えば、2006 年 11 月、行政書士の石橋吉治が飯田市の貧乏神神
社の参拝方を取り入れ、徳島県神山町に貧乏神を追い払う幸福神社を建て、人気を集めた。















表 3-3-1 雑誌関連記事 
番号 日付 雑誌目 タイトル 
【1】 1999 年 03 月 07 日 週刊読売 NEWS WAVE「貧乏神神社」スゴイ霊験 ご神体叩くとバチどこ
ろか  
【2】 2002 年 11 月 14 日 女性セブン 御利益続々…「貧乏神神社」は今日も大盛況！ 長野発・マル得名
所発見！名は“貧乏”でも実はホクホク…！？ 
【3】 2003 年 02 月 04 日 女性自身 BBS トーキング娘。 今週の指令 ブランド品の買いすぎで金欠の
記者アオキ、貧乏神を叩き出せ！ 
【4】 2004 年 01 月 15 日 週刊実話 新春列島 ユニークな「御利益」の神社・仏閣大特集 
【5】 2006 年 05 月 02 日 週刊女性 日本、「珍」気になるスポット 14 H な秘宝館・変なテーマパーク・
オモシロ神社 
【6】 2006 年 06 月 ムー 日本ご利益紀行 亀戸分社の当選祈願で 1 等 1 億円が当たった！ 
貧乏神神社 不幸の元凶・貧乏神を追いだせば、福が舞い込む！ 
【7】 2007 年 02 月 歴史読本 日本の大神社・総本社名鑑 特別企画 全国ユニーク神社 由緒・
ご利益ガイド 
【8】 2009 年 12 月 01 日 SPA！ 板谷遠足 23 回 長野県飯田市「貧乏神神社」に行く 「今から良
いことがある、ある」と言いながら豆を投げさせられ 




【10】 2010 年 02 月 BIG tomorrow ニッポン 格差の風景 13 回 貧乏神は心の中に棲んでいる  
【11】 2010 年 05 月 怖い噂 日本珍奇絵馬見聞録 14 回 靖國神社（東京都千代田区） 貧乏神
神社（長野県飯田市） 『ハルちゃんとやりなおしたい！』…自称
日本一の男ハッチよ。何故靖國神社にこの願いを？ 
【12】 2010 年 05 月 02 日 週刊実話臨増 摩訶不思議な貧乏神神社 お金持ちになれる！？ 一瞬で人生が好
転する「奇跡」 
【13】 2011 年 01 月 10 日 週刊実話臨増 懐事情も心も豊かにしてくれる… 幸せの「貧乏神神社」 御神木
を叩いて蹴飛ばす！ 
【14】 2011 年 05 月 26 日 アサヒ芸能 ニッポン「超Ｂ級スポット」巡り 3 回 貧乏神を祀る神社は儲か
っていた 
【15】 2012 年 01 月 08 日 週刊実話臨増 「総本山」から公認された名所にもかかわらず… 消えた貧乏神神
社 繁昌していたのに、なぜ廃業してしまったのか！？ 





















  「主人とお参りに来て 3 日後に、主人がパチンコで十数万円勝ちました」（沢田鈴世   
 さん・仮名 44 才美容師） 
  「娘の恋人が店長をしている居酒屋が繁盛しはじめたんです。2 割増しくらいになっ  
 たんです」（武田由美さん・仮名 53 才主婦） 
  「いやあ、私に関しては、まだ何も御利益はないんです（笑い）。ただ、膝の痛みが  
 かなり楽になったくらい」（吉田孝子さん・仮名 33 才主婦） 
 この三人はそれぞれギャンブルで勝ち、商売繁盛と病気快癒のご利益をもらった。ほか
に、「倒産しそうな会社が持ち直した」、「宝くじが当たった」、「パチンコやパチスロで勝っ















































図 3-4-1 記入者の月毎の人数推移 
 
4-2、地域分布 
 続いて、感謝帳の記録を通して、記入者の地域分布を分析しよう。全記入者 332 人の内、
出身地が確認できるのは 203 人あり、主な出身地は中部、関東、近畿、四国地方であるこ
とが分かった。下の図 3-4-2 が示しているように、7 割以上の記入者が中部地方出身であ
るが、地元の長野県より愛知県、静岡県と岐阜県からの記入者が多く、それぞれ 3 割、2


























































図 3-4-3 身体の部位 
  


















































写真 3-5-1 記名帳（1） 
 
 




 この 6 ヶ月間に、人数が書かれたツアーだけを計算すれば、計 415 のツアーで、延べ
9092 人が貧乏神神社を訪れている。したがってツアー客だけでも、年間 2 万人前後が訪
れると推測できる。また、人数が書かれていないツアーも含めて、173 のツアーが旅行会
社を明確に示し、394 のツアーがバス会社を示している。 




いが、JTBの場合は JTB西日本とはっきりと示したのは 8 割があり、KNT のツアーの内、










































































































学校：同級生 70 年会、昭和 20 年卒業生… 1% 
5-3、ツアーの目的 
 ここでは、観光客がいかなる目的でツアーに参加し、貧乏神神社にたどり着いたかを考

























































































日 2013 年 9 月 5 日 


















































写真 4-1-3 店頭の仙台四郎グッズ 
 
 





写真 4-1-5 仙台四郎のコスプレ 
1-2、仙台四郎の流行過程 
 仙台四郎がいかに発展してきたかについて、栗野邦夫は 1882 年（明治 15）から 1993
年（平成 5）までを 5 つのブーム期に分けた（栗野 1993：170-175）。1882 年（明治 15）
から 1917 年（大正 6）までを第 1 期とする。この時期四郎は何回も新聞に報道され、死
後、千葉写真館の千葉一氏によって四郎の写真が公開され、「仙臺四郎」と命名されている。
第 2 期は 1918 年（大正 7）から『仙台人名大辞典』に掲載された 1919 年（大正 8）まで。
第 3 期は 1935 年（昭和 10）から 1980 年（昭和 55）まで。この時期，仙台四郎は様々な
書誌に取り上げられた。第 4 期は 1986 年（昭和 61）から 1993 年（平成 5）まで。この
時期新聞、書誌だけではなく、テレビも四郎を取り扱いはじめた。一方、仙台中心街にあ













ーした。それから 1986 年（昭和 61）までの長い間、四郎は仙台特有の風物として様々な
書誌、特に郷土資料に紹介され、四郎の物語も次第に定着してきたがが、仙台四郎に対す
る信仰が急速に広がった様子はなかった。 






二回目のブーム：後に再び大きいブームが起きたのは 1993 年（平成 5）のことである。






















の 2 年後、仙台四郎の信者は自発的に仙台四郎を祭るような行動が見られた。 
まず、1994 年（平成 6）8 月 15 日の『河北新報』には「仙台四郎」を描いた紙が仙台
市青葉区上杉５丁目にある樹齢約 100 年のイチョウの木に、４枚張り付けられていると述














写真 4-1-6 神木になっているイチョウ 


































































































以下の 5 つの時期に分けられる。 
第 1 期 2001～2003.8 デビュー前 
第 2 期 2003.9～2004.4 東北放送のラジオ番組に出演 
第 3 期 2004.5～2005.12  大阪のテレビを皮切りに、全国メディアに出演 
第 4 期 2006～2009 マスコミ登場数が減少 
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第 2 期：2003 年（平成 15）9 月から 2004 年（平成 16）4 月までは仙台幸子が宮城県









第 3 期：2004 年（平成 16）5 月から 2005 年（平成 17）12 月までは、仙台幸子の最盛












も即座に完売する勢いだ。『日本経済新聞』2004 年 5 月 17 日号 












第 4 期：2006 年（平成 18）には、メディアの報道が落ち着いていく傾向が見られる。
仙台幸子のマスコミ登場数は 2005 年（平成 17）をピークに、その後段々減少した。一方、
仙台幸子グッズを取り扱った店も減少している。この時期は、仙台幸子とセンダイガール
ズプロレスリング、ヤマカノ醸造などの企業とのコラボレーションが目立つようになった。 













































を表 4-4-1 にまとめた。 
 
表 4-4-1 仙台幸子のご利益情報数1 
件数    年代 ～2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 合計 
オフィシャルサイト 219 20 38 43 28 6 －   354 
「喫茶みわく」 12 11 2 5 －  2 1 33 





成 17）に比べると、2006 年（平成 18）からご利益情報数が激減したことが明らかである。
2006 年（平成 18）からメディアの報道が落ち着いていった事情に一致している。 
4-2、購入者の地域分布 
次に、仙台幸子オフィシャルサイトに掲載されているご利益情報を通し、購入者の地域
分布を分析しよう。2003 年（平成 15）から 2010 年（平成 22）までの 354 件の内、居住
地を記載したのは 309 件で、残りの 45 件は無記入であった。この 309 件のご利益情報を
























































































1 仕事・商売 2 ギャンブル 3 懸賞当選 
４ 人間関係や人脈 5 金銭・収入 6 恋愛・婚姻 
7 心願成就 8 合格・勝利 9 物をもらった 
10 出産・安産 11 物が見つかった 12 家族関係 
13 体調・健康 14 災難除け 
図 4-4-3 仙台幸子のご利益（全 452 件）3 
 4-4、伝播方式 
 最後に仙台幸子を何で知ったのかを 354 件ご利益情報を通して考察を試みる。仙台幸子




















































の現代版」（『河北新報』、2009 年 12 月 26 日号）、「元祖の仙台四郎」（『河北新報』、2005




















表 4-5-1 仙台四郎と仙台幸子の比較 
 仙台四郎 仙台幸子 
特徴 知的障害者 普通の主婦 
身元 芳賀四郎 非公開 
写真の主体 大人 子供 
写真の出まわり 死後 存命中 
プロデューサー 千葉写真館 娘の峰ハチヨ 
エピソードの発信 口コミ インターネット 
定着するまで 80、90 年くらい 10 年くらい 
宗教施設の関与 三瀧山不動院 なし 
自発祭祀 あり なし 




































                                                             
1 仙台幸子オフィシャルサイト上のご利益情報は 2003 年～2005 年 9 月、2005 年 10 月から
～12 月、2006 年、2007 年、2008 年、2009 年、2010 年の 7 区分にされている。2003 年か
ら 2005 年までのご利益情報はホームページ上年代の区分がされていないため、各年の件
数が把握できない。「喫茶みわく」は、2005 年 8 月からご利益情報を掲載し始めた。「ミッ




関係」の 1 件と計算する。 
3 本図はホームページ上の年代区分に従い、2003 年～2005 年 9 月、2005 年 10 月から～12



























神意が分かるようになった。1859 年（安政 6）10 月 21 日、お告げにより農業をやめて「取
次」に専念するようになった。金光教では、このお告げを「立教神伝」とし、この日を金
光教の立教とする。金光教は現在、1991 年（平成 3）に就任した金光平輝五代目教主の下、




























表 5-1-1 金光教の教勢統計 
 




数は 693,314 人であったが、1961 年（昭和 36）から 60 万人を割り、1975 年（昭和 50）
から 50 万人を下回った。更に、近年の金光教の宗教教団、宗教法人、教師と信者数を表
5-1-1 にまとめたが、全体的に教勢が低迷している実態が読み取れる。これは金光教に限
年度 教会 布教所 合計 男 女 合計
1989年 1,652 22 1,674 1,518 2,169 2,183 4352 448,393
1990年 1,653 22 1,675 1,520 2,168 2,180 4348 445,657
1991年 1,649 22 1,671 1,516 2,162 2,184 4346 442,584
1992年 1,647 21 1,668 1,517 2,149 2,178 4327 436,916
1993年 1,647 22 1,669 1,517 2,131（1） 2,175 4,306（1） 436,805
1994年 1,646 22 1,668 1,518 2,128（1） 2,180 4,308（1） 433,340
1995年 1,646 20 1,673 1,518 2,103（1） 2,175 4,278（1） 430,189
1996年 1,646 16 1,662 1,518 2,093（1） 2,174 4,267（1） 430,189
1997年 1,642 15 1,657 1,515 2,090（2） 2,173 4,263（2） 430,189
1998年 1,627 15 1,642 1,505 2,085（2） 2,170 4,255（2） 430,189
1999年 1,607 13 1,620 1,489 2,076（3） 2,167 4,243（3） 430,190
2000年 1,595 13 1,608 1,481 2,062（4） 2,150 4,212（4） 430,190
2001年 1,586 11 1,597 1,475 2,046（4） 2,137 4,183（4） 430,190
2002年 1,576 13 1,589 1,469 2,034（4） 2,112 4,146（4） 430,190
2003年 1,567 12 1,579 1,462 2,030（4） 2,108 4,138（4） 430,190
2004年 1,563 10 1,573 1,459 2,027（4）2,080（1）4,107（5） 430,190
2005年 1,559 8 1,567 1,456 2,012（4）2,064（1）4,075（5） 430,190
2006年 1,555 8 1,563 1,483 1,998（3）2,030（1）4,028（4） 430,188
2007年 1,548 9 1,557 1,445 1,991（3）2,021（1）4,012（4） 430,188
2008年 1,544 9 1,553 1,444 1,985（3）2,003（1）3,988（4） 430,145
2009年 1,538 9 1,547 1,437 1,952（3） 1,987 3,939（3） 430,105
2010年 1,535 8 1,543 1,435 1,959（3） 1,974 3,933（3） 430,090




















図 5-1-1 「願いの宮」周辺地図（「Yahoo!地図」をもとに作成） 
 








集委員会 2004：2）。1997 年（平成 9）金光教の布教資格を得て、1999 年（平成 11）よ
り七代目として教会を継承した。それ以来、常に「結界」3にて「取次」に専念している。










記入し、宮司にメールを送れば祈願が完成する。桃山によると、2010 年（平成 22）6 月
から 2012 年（平成 24）5 月末の 24 ヶ月には、全部で 9147 件の祈願メールが届いている。















写真 5-1-4 特別祈願の手紙神職は桃山きよ志 
 
インターネットを通じて「取次」をする事例はすでに 2002 年（平成 14）に川端亮・兼
子一により報告された。当時事例として取り上げられたのは金光教尼崎教会（兵庫県尼崎




今までに＜相談室＞で受けた相談者はおよそ 300 人ほど、＜お取次＞は 400～500 人
ぐらいという。2000 年始めには、＜相談室＞と＜お取次＞では 7 対 3 ぐらいの割合で
相談が多かったが、2001 年 3 月頃に半々となり、現在では 3 対 7 と＜お取次＞が多く
なっている。そして、メールでの取次から教会へ参拝し、お結界での取次を受けたり、
毎日天地金乃神様に祈りながら生活する者、これらを信者として数えるならば、2001
年夏の神様のお知らせ以降およそ 30 人ぐらい増え、1999 年 9 月のホームページ開設以



































1942 年（昭和 17）、再び三代教会長に。 
四代教会長 井上恵一（1918.10.13～1966.10.18） 

















 開教から戦前までは、桃山教会の繁栄期とする。戦前の桃山教会は桃山駅6前（現 JR 桃
谷駅前）で開かれ、1929 年（昭和 4）およそ六百メートル離れる現在地に移転した。当時










写真 5-2-1 戦前の風景（『道を切り開く世代』より）   
 


















いろいろな試行錯誤を行い始めた。       
2-3、桃山就任後の復興期 
1999 年（平成 11）桃山の教会長就任を皮切りに、桃山教会は復興期を迎えた。1999 年
（平成 11）から 2004 年（平成 16）までは第一期で、2005 年（平成 17）からは第二期と
する。 
第一期においては、桃山は若き教会長として注目され、金光教の同人誌『凡愚』第 13















表 5-2-2 主なマスメディア登場記録 
年月 マスメディア 
2007 年 1 月 船井幸雄グループ月刊誌『Funai★Media』 
2007 年 5 月 『朝日中学生ウイークリー』 
2007 年 11 月 マキノ出版・美容健康雑誌『ゆほびか』 
2009 年 1 月 バイリンガル雑誌『ひらがなタイムズ』 
2010 年 3 月 J:COM チャンネル関西エリア番組『8 時です!生放送!!』 
2010 年 12 月 関西テレビ『よ～いドン！』 
2011 年 6 月 『朝日新聞』 































した祈願書は 2006 年（平成 18）からの 6 年間分で、合計 4079 枚（写真 5-4-1 祈願書、
一枚に複数の名前が記入される場合があるため、延べ 4138 人）がある8。また、ホームペ
ージの「おかげの感想板」9にネット祈願者がどういうおかげ10をもらったかというおかげ










まず、祈願書数の経年変化を次頁の図 5-4-1 にまとめた。図 5-4-1 が示すように、2006
年（平成 18）から祈願書数が急増し、2008 年（平成 20）にピークに達している。その後
はだんだんと落ち着き、2011 年（平成 23）の祈願書数は再び増えてきた。つまり、2005
年（平成 17）桃山がインターネットから発信して以来、現地祈願者の増加が顕著である。



















人の祈願者の内、名前と祈願内容により女性と判断するのは 3217 人があり、全体の 77.8％
を占める。女性祈願者が圧倒的に多いことが「願いの宮」の一つの特徴と言える。 
また、年齢が記されたのは 4059 人があり、最年少は 1 歳で、最高年齢は 90 歳である。
全体的な平均年齢は 38.58 歳で、女性と男性の平均年齢はそれぞれ 38.73 歳と 38.05 歳で
ある。鈴木により報告された広島県府中市にある首無地蔵の場合は、同じく女性のほうが
多いが、信仰者の体験談をまとめた『礼賛記』を分析した上で、信仰者の年齢は「男が 20
歳から 87 歳までの分布で平均 62.25 歳、女が 17 歳から 81 歳までで平均 57.25 歳となっ
ていた」（鈴木 1992a：17）とあった。首無地蔵の事例と比べれば、比較的に若年層参拝
者が中心である特徴が見られる。 
さらに、各年の年齢分布は図 5-4-2 にまとめた。明らかに 2011 年（平成 23）の参拝者












図 5-4-3 が示しているように、7 割以上の参拝者が近畿地方出身で、そのうち大阪府出身






























 図 5-4-4 にインターネットにおけるおかげ情報数の経年変化をまとめた。その増減の傾
向は現地とほぼ一致しており、2006 年（平成 18）からおかげ情報数が急増し、2008 年（平





































図 5-4-4 おかげ情報数の推移図（「おかげの感想板」より筆者作成） 
 
②ネット祈願者の地域分布 
 「おかげの感想板」よりネット祈願者の地域分布を図 5-4-5 にまとめた。現地祈願者と
同じように、大阪府及び近畿地方の出身者が一番多いが、ただ全体的に占める割合が現地
参拝者に比べればずっと低い。そのうち近畿地方の出身者が 3 割近くを占め、大阪府の出

























































かげの感想板」の 2011 年（平成 23）掲載分を項目ごとに集計し、下記のようにまとめた。









病気治癒・退院 32 家族関係円満 3 通夜無事 1 
仕事・就職 17 カウンセリング順調 2 友人が安定した 1 
無事・安全 13 よい天候 2 犬がもらわれた 1 
合格 10 紛失物回帰 2 ガソリン満タン 1 
メンタル 7 縁切り 2 子供の交友 1 
悩み解消 5 学業上達 2 費用の支払い解決 1 
人間関係円満 5 家事が完成した 1 ほしいものゲット 1 
恋愛・結婚 5 父から連絡がきた 1 スキーに行けた 1 
復縁 4 犯人逮捕 1 新年会ができた 1 
検査順調 4 目標達成 1 ペットの帰宅 1 
子宝・安産 3 イベント参加 1   






の利用者は約 2.5 万人であった。10 年後の 2000 年（平成 12）になって利用者数は 3770
















































































































































































哥廟」と称するある祈願サイトが現れ、現時点まで 7 千件以上の祈願が掲載されている。 













ト「搜狐」10では、「文殊菩薩」と「普賢菩薩」に祈願するサイトも現れた。5 月から 2 ヶ
月も経たない間に、計 5 万件以上の祈願が掲載され、その人気ぶりが従来の祈願サイトを












豆瓣網 春哥 2009-12 7 千件以上 受験関係他全般 なし 
人人網 考神 2009-12 32 万件以上 主に受験関係 あり 
百度 考神 2010-01 2 万件以上 主に受験関係 なし 
人人網 範進 2010-06 4 千件以上 主に受験関係 あり 





 第 1 期：「受験の神」ブームは「春哥」の創作から始まった。中国国内の新聞各紙はほ
とんど「春哥」を取り上げていない。雑誌記事の中に「春哥」の展開過程を詳細に説明し





















写真 6-3-1 李宇春11 
 
第 2 期：2010 年 2 月から、新学期の始まりに伴い、新たな「受験の神」が注目される









   
図 6-3-1 「考神」の画像13       図 6-3-2 「考神」のマーク14 
第 3 期：2010 年の 6 月、大学受験の時期が近づき、「受験の神」が再び話題となった。
この時期、新しく「受験の神」とされた「範進」が多くの新聞やテレビに取り上げられた。
2010 年 6 月 3 日の『信息時報』（資料 6-3-1）によると、「範進」が「受験の神」とされた









 また、この時「人人網」において「考神」をフォローする人は 45 万人を超えている。「範
進」とともに、「受験の神」として崇められながら全国の新聞やテレビに取り上げられ、し
かも祈願者は大学の補考生から大学入試の受験生へ、さらに大学院入試など様々な試験の















表 6-3-1 主なマスメディアの報道（①新聞） 
日付 紙名 見出し 
2010-6-1 『重慶晨報』 大学受験が来た ネットで一番人気なのは？「考神」  
2010-6-2 『新聞晩報』 意外に「範進」が「受験の神」になった 
2010-6-3 『成都晩報』 試験前何で遊ぶ？「受験の神」の「範進」を拝む 
2010-6-3 『信息時報』 大学受験生「範進」を「受験の神」とし、ネットで拝む 
2010-6-7 『東莞時報』 普段は線香を上げず、試験前「範進」を拝む 
2010-6-7 『重慶日報』 「範進」は「受験の神」とされ、大学受験生はネットで拝む 
2010-6-8 『新聞晩報』 受験生は高得点をネットで「受験の神」に願う 
2010-6-9 『北京晩報』 試験後、ネットで「受験の神」に感謝 管理者は殆ど 20 代 
 
表 6-3-2 主なマスメディアの報道（②テレビ） 
日付 局名 項目 
2010-6-4 浙江テレビ 「範進」がネットで「受験の神」になった 
2010-6-4 安徽テレビ 大学受験が近づき、「考神」がネットで人気 
2010-6-4 遼寧テレビ 大学受験が近づき、「考神」がネットで人気 
2010-6-4 湖北テレビ 大学受験が近づき、「考神」がネットで人気 
2010-6-5 北京テレビ 大学受験が近づき、「考神」がネットで現れ 
2010-6-6 江西テレビ 大学受験生はネットで「受験の神」を拝む 意見様々 
2010-6-10 江西テレビ 大学入試が終わったら「考神」を拝む 
 
第 4 期：2010 年は「受験の神」ブームのピークであった。2011 年に入り、「受験の神」
はしばしば取り上げられるが、新しい「神」の出現もなく、また全体的に新聞記事の数が
前年度より減少した。新たな傾向としては、まず、微博（ウェイボー、中国語版ツイッタ







の親にまで広がっていったことである。2011 年 6 月 2 日の『武漢晨報』では、「ネットで
『受験の神』を拝むのは、受験生以外に受験生の母親が一番多い」という記述があった。 
  
第 5 期：2012 からネット上の「受験の神」は依然として祈願者に拝まれているが、新
聞とテレビの報道がほぼ見られなくなった。今年の 5 月からポータルサイト「搜狐」に大
学受験のための「高考祈福台」と称する祈願サイトが現れた。祈願対象は図 6-3-3 の「文
殊菩薩」と「普賢菩薩」で、現時点まで 5 万件以上の祈願が掲載されている。2012 年 5


































「豆瓣網」においては、2009 年 12 月前後から「春哥」に関する祈願サイトが次々と現
れたが、ほとんど流行に至らず、書かれた祈願数はせいぜい数十件しか見られなかった。
その中で、「春哥廟」と称するサイトは唯一莫大な人気を集めるサイトとなり、2009 年 12
月 4 日に第一件の祈願が現れてから 2012 年 12 月 31 日まで全部で 7574 件が掲載され、
平均的に一日 7 件くらいである。以下、このサイトを対象に考察を行なっていきたい。 
(1)祈願件数 
 まず、2009 年 12 月 4 日から 2012 年 12 月 31 日まで月毎の祈願件数を図 6-4-1 にまと
めた。図 6-4-1 が示しているように、2009 年 12 月の祈願件数が一番多く、その後全体的
に減少している傾向であるが、6 月と 12 月になれば再び増加を示す。その原因は、大学の















































図 6-4-2 祈願内容に関する語彙の出現頻度（前 30） 
4-2、「考神」の場合 
 続いて、「春哥」と比較しながら「考神」を考察する。2010 年 2 月 27 日の『揚子晩報』
によれば、「考神」の始まりは、2009 年「天涯」というサイトの電子掲示板に掲載された
「考試必過神」のスレッドに遡るというが、後に注目されたのは「人人網」における「考


































その中、「考神吧」はすでに 2006 年 7 月から立ち上げられたが、当時李長生の漫画『考神』
をめぐるコメントを書き合うサイトとしてしか注目されていなかった。しかし、2010 年 1
月になって初めて「考神」に対する祈願が続々と現れ、漫画『考神』の画像（図 6-3-1）




ントとして 2012 年 12 月 31 日までは 7966 件の祈願が掲載され、現在まで増え続けてい
る。ここではこれらの祈願を代表例として、「考神」の特徴を考察する。 
 (1)祈願件数 











































































































                                                             
1 中国インターネット情報センター(CNNIC) http://www.cnnic.net.cn/hlwfzyj/jcsj/ 閲覧
日 2012 年 12 月 31 日 
2 毎年 6 月 7 日から全国一斉に行われる。試験科目と実施期間は地方により異なる。文化
大革命が原因で中断された大学の全国統一入試は 1977 年に再開した。2012 年 6 月 7 日の
『中国教育報』と 2012 年 8 月 12 日の『光明日報』によれば、1977 年当時の全国平均合
格率（定員数/受験生人数）は 5％であったが、1999 年から各大学の定員数が大幅に増加
することにより、全国平均合格率が年々増えてきて、2011 年この数値は 72.3％になった。




3 略称 CET-4（College English Test Band 4）、CET-6（College English Test Band 6）。
毎年の 6 月と 12 月に 2 回行われる。英語能力を検定する全国試験として、主な受験者は
各大学の学生である。満点は 710 点で、「英語六級」のほうがレベルが高い。「英語四級」







                                                                                                                                                                              
指す場合もあれば、「春哥」、「範進」なども含めて統括的に「受験の神」を指す場合もある。
筆者は具体的な意味を判断し、それぞれ「考神」と「受験の神」と呼び、使い分ける。 
7 人人網（http://www.renren.com）：フェスブックに似る SNS。 
8 漫画『考神』は李長生のオンラインアルバム（http://xiangce.baidu.com/u/2902739948）
で公開され、現在第 7 巻まで掲載されている。閲覧日 2012 年 12 月 31 日 
9 百度（http://www.baidu.com）：中国最大級の検索サービスサイト。 
10 搜狐（http://www.sohu.com）：中国最大級のポータルサイト。 
11 百度百科「李宇春」http://baike.baidu.com/view/3202.htm 閲覧日 2013 年 1 月 23 日 
12 補考生とは追試を受ける学生を指す。補考期間は大学によって違い、統一されていない。 
13 百度「考神吧」http://tieba.baidu.com/f?kw=%BF%BC%C9%F1# 閲覧日 2012 年 12
月 31 日 
14 同上。 
15
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